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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 有 機 ペ ル オ キ シ 酸 及 び 界 面 活 性 剤 を 含 む 消 毒 性 組 成 物 で あ っ て 、
　 前 記 有 機 ペ ル オ キ シ 酸 は 下 記 一 般 式 （ Ｉ ）



【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 ｎ は １ ～ ５ の 整 数 で あ る ） の フ タ ル イ ミ ド ペ ル カ ル ボ ン 酸 か ら 選 ば れ 、 そ し て 、
　 前 記 界 面 活 性 剤 は 下 記 一 般 式 （ Ｉ Ｉ ）
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ １ は ７ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 含 む 直 鎖 も し く は 枝 分 か れ ア ル キ ル も し く は ア ル
ケ ニ ル 基 で あ り 、 平 均 エ ト キ シ ル 化 度 (the mean degree of ethoxylation)ｎ と 平 均 プ ロ
ポ キ シ ル 化 度 (the mean degree of propoxylation)ｍ と の 合 計 は ０ ． ５ ～ ７ で あ る ） の 少
な く と も １ 種 の ノ ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 か ら 選 ば れ

消 毒 性 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ペ ル オ キ シ 酸 ／ 界 面 活 性 剤 の 重 量 比 は ２ ０ ： １ ～ １ ： １ で 、 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物
。
【 請 求 項 ３ 】
　 式 （ Ｉ Ｉ ） に よ る ノ ニ オ ン 性 界 面 活 性 剤 の 平 均 エ ト キ シ ル 化 度 ｎ と 平 均 プ ロ ポ キ シ ル 化
度 ｍ と の 合 計 は １ ～ ５ で 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 消 毒 性 組 成 物 を 含 む 洗 浄 剤 で あ っ て 、 洗 浄 剤 総 量 の
有 機 ペ ル オ キ シ 酸 の 含 有 分 は ３ ～ ３ ０ 質 量 ％ で 、 洗 浄 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 洗 濯 物 の 洗 濯 の た め の 請 求 項 載 の 洗 浄 剤 の 使 用 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 組 成 物 に お い て 、 フ タ ル イ ミ ド カ ル ボ ン 酸 は フ タ ル イ ミ ド 過 酢 酸 、 フ
タ ル イ ミ ド ペ ル プ ロ ピ オ ン 酸 、 フ タ ル イ ミ ド ペ ル 酪 酸 、 フ タ ル イ ミ ド ペ ル ア ミ ル 酸 及 び フ
タ ル イ ミ ド カ プ ロ ン 酸 か ら な る 群 よ り 選 ば れ る こ と が で き 、 フ タ ル イ ミ ド カ プ ロ
ン 酸 は 最 も 好 ま し い 有 機 ペ ル オ キ シ 酸 で あ る 。
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、 ２ ０ 分 又 は ４ ０ 分 の 接 触 時 間 で 洗 濯 洗
浄 剤 と し て 使 用 す る な ら ば 消 毒 活 性 を 示 す 、
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